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 太陽ニュートリノ問題の解決策として、g-
modeのεメカニズムによる振動不安定が提唱さ
れ(Dilke & Gough 1972)、安定性解析が行われ
た

 外縁対流層による安定性解析の結果の不定性
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外縁対流層の上、下端



本研究の目的：
低金属量星において、g-modeがεメカニズムによって不定性なく不安定

になるかを調べる。

  MESA(Paxton+ 2011)

  Z=10^-4 ～ 10^-3

  外縁対流層がr/R>0.99に限られるモデル（太線）



双極子g_1モード

＋ ー
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内部重力波（浮力を復元力とする波動）の定在波
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結果：双極子g_1モードの不安定領域

Z減　=>　不安定領域大



 ppチェイン…輻射的、もしくはゼロ年齢で対
流的でも進化とともに輻射的に

 CNOサイクル…対流的

gモードの波…対流領域を伝播しない
=> ppチェインの場合の方がεメカニズムが起こ
りやすい

中心核のエネルギー輸送



中心におけるppチェインの寄与



Z減 => 密度コントラスト減





まとめ

金属量減

Opacity減

半径減
密度コントラスト減

ppチェイン優勢

εメカニズムが効果的に働く

1) 低金属量星で外縁対流層による不定性なく、gモードがεメカニズム
による振動不安定になる。

2)
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